































表１【平成 28 年度国語総合検定教科書における筒井筒の採録状況】 
301 302 304 306 307 308 309 310 312 313 314 316 317 318 320 322 323 325 326 327 328
第二場面まで ● ● ●
一章段すべて ● ● ◎ ◎ ● ◎ ● ◎ ● ◎ ◎ ● ◎ ● ● ●
採録箇所＼教科書
東京書籍 三省堂 教育出版 大修館書店 第一学習社筑摩書房明治書院数研出版
 
                                                                
1竹村信治『言術論―for 説話集論』笠間書院 2003 





（１）23 教科書中 21 教科書で扱われている。教育出版のみ採録がない。 










教育出版 明治書院 筑摩書房 桐原書店
302･304 301 306･307 308 312･313 314 316 317 318･320 322・323 325 326 327・328 330・331
物語全体の要旨・展開 ○ ○ ○ ○ ○ 5
大和女と河内女の比較 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
「筒井筒」「くらべこし」の和歌解釈 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9
河内女の和歌（心情）解釈 ○ ○ ○ ○ ○ 5
「本意」の具体 ○ ○ ○ 3
男が「行かずなりにけり」となった原因・理由 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
頻出する手引きの内容
手引き
東京書籍 三省堂 大修館書店 数研出版 第一学習社
 
（１）よく問われる内容 
全体を問う…物語全体の要旨・展開（5 種）／大和女と河内女の比較（6 種） 
和歌解釈を問う…「筒井筒」「くらべこし」の和歌解釈（9 種）／河内女の和歌（心情）解釈（5 種） 








教育出版 明治書院 筑摩書房 桐原書店


























二① 4 学４ 読２
悪しとおもへるけしきなく
（男が出かけるのを女は何事もなく送り出す）
③ 2 2,4 2,3 3 研２ 読３ 読２,発４
異心ありてかかるにやあらむ
（男は女の浮気を疑い前栽に隠れ様子を窺う）
一③,二② 2 言表１ 読２ 読２
いとうよう化粧じて、うちながめて
（女が化粧し物思いに耽っている）
③ 2 3 2 3 研２ 読３ 学１ 学２ 学２ 読２,発４
「風吹けば～」の和歌
（女が「風ふけば」の歌を詠む）
③ 2 三②,二③ 1,3 2 3 1 学1 研２ 読３ 学１ 学２ 学２ 読２，発４
河内へもいかずなりにけり
（男は別の女の元へいくのを辞めた）
3 3 読２ 学１ 学２ 学２ 読２
初めこそ心にくくもつくりけれ、今はうちとけて
（男は河内女の下品な振る舞いを見て訪れなくなる）


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・『竹取物語・伊勢物語・大和物語・平中物語』新編日本古典文学全集 12、小学館、2004 年 
・『伊勢物語』新潮日本古典文学集成、新潮社、1976 年 
・三角洋一ほか『新編国語総合』東京書籍（検定番号 301）平成 24 年 3 月 5 日 
・三角洋一ほか『精選国語総合』東京書籍（検定番号 302）平成 24 年 3 月 5 日  
・三角洋一ほか『国語総合古典編』東京書籍（検定番号 304）平成 24 年 3 月 5 日  
・中洌正堯ほか『高等学校国語総合古典編』三省堂（検定番号 306）平成 24 年 3 月 5 日  
・中洌正堯ほか『精選国語総合』三省堂（検定番号 307）平成 24 年 3 月 5 日 
・中洌正堯ほか『明解国語総合』三省堂（検定番号 308）平成 24 年 3 月 5 日 
・井口時男ほか『国語総合』教育出版（検定番号 309）平成 24 年 3 月 5 日    
・影山輝國ほか『新編国語総合言葉の世界へ』教育出版（検定番号 310）平成 24 年 3 月 5 日 
・北原保雄ほか『国語総合古典編』大修館書店（検定番号 312）平成 24 年 3 月 5 日 
・北原保雄ほか『精選国語総合』大修館書店（検定番号 313）平成 24 年 3 月 5 日 
・北原保雄ほか『新編国語総合』大修館書店（検定番号 314）平成 24 年 3 月 5 日 
・坪内稔典ほか『国語総合古典編』数研出版（検定番号 316）平成 24 年 3 月 5 日 
・坪内稔典ほか『高等学校国語総合』数研出版（検定番号 317）平成 24 年 3 月 5 日 
・久保田淳ほか『高等学校国語総合』明治書院（検定番号 318）平成 24 年 3 月 5 日 
・久保田淳ほか『精選国語総合古典編』明治書院（検定番号 320）平成 24 年 3 月 5 日 
・安藤宏ほか『精選国語総合古典編』筑摩書房（検定番号 322）平成 24 年 3 月 5 日 
・紅野謙介ほか『国語総合』筑摩書房（検定番号 323）平成 24 年 3 月 5 日 
・東郷克美ほか『高等学校新訂国語総合古典編』第一学習社（検定番号 325）平成 24 年 3 月 5 日 
・東郷克美ほか『高等学校国語総合』第一学習社（検定番号 326）平成 24 年 3 月 5 日 
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 ・東郷克美ほか『高等学校標準国語総合』第一学習社（検定番号 327）平成 24 年 3 月 5 日  
・東郷克美ほか『高等学校新編国語総合』第一学習社（検定番号 328）平成 24 年 3 月 5 日 
・亀井秀雄ほか『探求国語総合 古典編』桐原書店（検定番号 330）平成 24 年 3 月 5 日  




・前田雅之『古典論考―日本という視座』新典社 2014 年 
・須藤敬『古文教材の考察と実践―教育と研究のフィールドをつないで―』おうふう刊 2014 年 
・竹村信治「研究者が国語教育を考えるということ―「言説の資源」をめぐる―」『リポート笠間
57』笠間書院、2014 
・信木伸一「言説を問題化する学習の試み―古文教材の場合―」『problematique Ⅲ』、2002 
 
（清水ヶ丘高等学校） 
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